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ジャパン・ストラテジック・バリュー 
運用報告書(全体版) 

 
第７期（決算日2021年７月26日） 

 
作成対象期間（2020年７月28日～2021年７月26日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 2015年１月13日から2024年７月24日までです。 

運 用 方 針 

ストラテジック・バリュー・オープン マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、主として
わが国の株式に実質的に投資し、信託財産の成長を目標に積極的な運用を行うことを基本とします。株式への投資にあたっては、わが
国の金融商品取引所に上場（これに準ずるものを含みます。）している株式の中から、資産・利益等に比較して株価が割安と判断され、
今後の株価上昇が期待できる銘柄を厳選し、投資を行うことを基本とします。 

主な投資対象 
ジャパン・ストラテジック・ 

バリュー 
マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。 

マザーファンド 主としてわが国の株式とします。 

主な投資制限 
ジャパン・ストラテジック・ 

バリュー 
株式への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 株式への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、基準価額水準等を勘案して
分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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ジャパン・ストラテジック・バリュー

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

東証株価指数 
( T O P I X ) 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

３期(2017年７月24日) 11,351 100 23.9 1,621.57 22.3 98.3 － 14,677 

４期(2018年７月24日) 12,374 100 9.9 1,746.86 7.7 98.9 － 7,944 

５期(2019年７月24日) 11,272 50 △ 8.5 1,575.09 △ 9.8 99.1 － 6,324 

６期(2020年７月27日) 10,335 30 △ 8.0 1,576.69 0.1 99.1 － 4,719 

７期(2021年７月26日) 13,892 250 36.8 1,925.62 22.1 96.8 － 4,284 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

東証株価指数 
( T O P I X ) 

騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2020年７月27日 10,335 － 1,576.69 － 99.1 － 

７月末 9,703 △ 6.1 1,496.06 △ 5.1 98.7 － 

８月末 10,762 4.1 1,618.18 2.6 98.6 － 

９月末 10,844 4.9 1,625.49 3.1 97.8 － 

10月末 10,581 2.4 1,579.33 0.2 98.0 － 

11月末 11,846 14.6 1,754.92 11.3 98.4 － 

12月末 12,328 19.3 1,804.68 14.5 98.7 － 

2021年１月末 12,598 21.9 1,808.78 14.7 99.3 － 

２月末 13,325 28.9 1,864.49 18.3 99.2 － 

３月末 14,418 39.5 1,954.00 23.9 98.8 － 

４月末 14,078 36.2 1,898.24 20.4 97.9 － 

５月末 14,294 38.3 1,922.98 22.0 98.2 － 

６月末 14,378 39.1 1,943.57 23.3 99.1 － 

(期  末)       

2021年７月26日 14,142 36.8 1,925.62 22.1 96.8 － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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ジャパン・ストラテジック・バリュー

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2020年７月27日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）参考指数は、東証株価指数（TOPIX）です。参考指数は、作成期首（2020年７月27日）の値が基準価額と同一となるように計算してお

ります。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

＊基準価額は36.8％の上昇 
基準価額は、期首10,335円から期末14,142円（分配金込み）に3,807円の値上がりとなりました。 
 

①の局面（期首～'20年10月下旬） 

（下落） 米国で再び新型コロナウイルスの感染者数が増加し経済活動再開が一時停止されたこ
と、国内でも同様に感染者数の増加がみられたこと。 

（上昇） 2020年４-６月期の企業決算が前年同期比大幅減益ながら市場の想定を上回った結果
となったことや、安倍前政権を継承した菅新政権の誕生により今後の景気対策への期
待感が高まったこと。 

（下落）米国大統領選の行方を見極めたいとの見方から投資家の様子見姿勢が強まったことや、
欧州の新規感染者数拡大が続いたことでドイツ、フランスなど主要国での行動制限が
強化されるなど景気の先行きへの懸念が高まったこと。   
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ジャパン・ストラテジック・バリュー

②の局面（'20年11月上旬～'21年３月中旬） 

（上昇） 米国大統領選挙において民主党のバイデン氏勝利との見方が強まったことで投資家心

理が改善したことや、国内の2020年７-９月期決算が事前想定を上回ったこと。更に米

大手製薬会社の新型コロナウイルスワクチンが高い有効性を示したことで世界的な経

済活動回復への期待が広がったこと。 

（上昇） 欧米における新型コロナウイルスのワクチン接種開始を受けて世界経済の正常化に向

けた期待が高まったことや、米国において大統領、上院、下院いずれも民主党が制す「ト

リプルブルー」が決定的となったことで大型の経済対策などへの期待が高まったこと。 

（上昇） 日本国内でもワクチン接種が開始されたことや、米国において現金給付を含めた約200

兆円に及ぶ大型の追加経済対策が成立したこと。 

 

③の局面（'21年３月下旬～期末） 

（下落） 国内の新型コロナウイルス変異株による感染再拡大や、米国の大手ファンドの大型損

失報道で投資家心理が悪化したこと。 

（上昇） 海外の株高や世界的な景気回復期待の高まりに加え、国内でも新型コロナウイルスワ

クチン接種が進展するとの見通しが広がり、経済活動正常化への期待が高まったこと。 

（下落） グローバルでの新型コロナウイルス変異株の拡大や、それを背景にした世界景気回復

の遅れが懸念されたこと。 

 

○投資環境 

今期の株式市場は、国内外での新型コロナウイルスの感染者数増加を受けて下落して始まり

ました。その後、2020年４-６月期の企業決算が市場の想定を上回ったことや、菅新政権の誕

生により今後の景気対策への期待感が高まったことで株価は上昇しました。その後も、米国大

統領選挙において民主党のバイデン氏が勝利して経済政策への期待感が高まったことや、欧米

における新型コロナウイルスワクチンの接種が開始されたことなどを受けて年末にかけて株

価は力強く上昇を続けました。 

 

2021年に入っても、日本国内でもワクチン接種が開始されたことや、米国で大型の追加経済

対策が成立したことなどを背景に株式市場は上昇を続けました。３月下旬以降は、ワクチン接

種の進展による経済活動正常化への期待が株価を押し上げる一方、国内外での新型コロナウイ

ルス変異株の拡大やそれに伴う世界景気回復の遅れへの懸念が株式市場の重しとなり、株式市

場は一進一退で推移し、通期でみると東証株価指数（TOPIX）は22.1％上昇しました。 

 

また、日本企業の業績は2020年度0.4％経常増益※となり、市場の事前想定を上回る結果とな

りました。2021年度に関しても21.3％の経常増益※と大幅な増益が見込まれており、日本企業

の経常利益総額は３年ぶりに最高益を更新する見通しです。 
（※2021年７月21日現在、東証一部全上場企業 出所：野村證券） 
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ジャパン・ストラテジック・バリュー

○当ファンドのポートフォリオ 

［ジャパン・ストラテジック・バリュー］ 

主要投資対象である［ストラテジック・バリュー・オープン マザーファンド］を期を通じ

て高位に組み入れ、期末の実質株式組入比率は96.8％としました。 

 

［ストラテジック・バリュー・オープン マザーファンド］ 

・株式組入比率 

原則として高位を維持する運用方針に基づいて、期を通じて概ね90％以上を維持し、期末は

97.0％としました。 

 

・期中の主な動き 

「株価の割安性評価」と「企業の実力評価」を組み合わせて、銘柄発掘に取り組んできまし

た。高い競争力をベースに顧客基盤を拡大させていたり、株主還元強化や企業経営の変化が期

待できる銘柄などを買い付ける一方で、これまで投資成果を上げてきた銘柄や事業環境の変化

によって業績見通しが悪化した銘柄などを売却しました。企業の実力を評価するにあたって

は、企業の財務内容、事業の競争力や成長性などを重視しました。キャッシュフロー創出力や

業績の回復を背景に株主還元の拡大が見込まれる卸売業、株価が軟調に推移して割安度合いが

高まった保険業の比率を引き上げました。一方で、株価が上昇して割安度合いが低下したその

他金融業、コスト削減や鋼材市況の回復により株価が上昇した鉄鋼の比率を引き下げました。 

 

＜比率を引き上げた主な業種（東証33業種分類、以下同じ）と銘柄＞ 

①卸売業（期首0.8％→期末7.6％、時価構成比、以下同じ） 

キャッシュフロー創出能力が高く、株主還元拡大余力が大きいと判断した伊藤忠商事、銅・

LNGなど資源関連事業の回復や株主還元の拡大が期待される三菱商事の比率を引き上げ。 

 

②保険業（4.4％→6.8％） 

株価が相対的に軟調に推移して割安度合いが高まった東京海上ホールディングス、資産と負

債のミスマッチ解消を掲げ、余った資本を用いた株主還元の強化が期待される第一生命ホー

ルディングスの比率を引き上げ。 

 

③小売業（4.0％→5.9％） 

大型M&Aによる海外コンビニ事業の拡大や国内コンビニ事業の回復が見込まれるセブン＆

アイ・ホールディングス、コロナ禍からの回復に加え、中長期戦略に基づいた中期的な収益

力の押し上げが期待できる三越伊勢丹ホールディングスの比率を引き上げ。 
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ジャパン・ストラテジック・バリュー

＜比率を引き下げた主な業種と銘柄＞ 

①その他金融業（4.4％→1.6％） 

株価が上昇し割安度合いが低下したオリックス、過払い返還請求の減少ペースが想定を下

回っており、収益見通しが低下したアコムの比率を引き下げ。 

 

②鉄鋼（3.0％→0.7％） 

コスト削減や鋼材市況の回復による業績改善で株価が上昇し割安度合いが低下した日本製

鉄、神戸製鋼所の比率を引き下げ。 

 

③機械（8.8％→6.8％） 

株価が上昇して割安度合いが低下したディスコ、クボタの比率を引き下げ。 

 

・期末の状況 

期末の業種構成は市場の平均に対して、 

①保険業、不動産業、卸売業などを多めに 

②情報・通信業、電気機器、サービス業などを少なめに 

投資しています。（業種構成は、「株価の割安性評価」と「企業の実力評価」による個別銘柄選

択を基本とした運用の結果であり、業種配分を意図したものではありません。） 
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ジャパン・ストラテジック・バリュー

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは運用の目標となるベンチマー

クを設けておりません。 

コメント・グラフは、基準価額と参考指数の

騰落率の対比です。 

 

参考指数としている東証株価指数（TOPIX）

の22.1％の上昇に対し、基準価額は36.8％の上

昇となりました。 

 

（主なプラス要因） 

①好調な2020年度決算と2021年度見通しが好

感されIT技術の活用による持続的利益成長の

期待が高まった日立製作所を市場全体に比

べて多めに保有していたこと。 

②コンテナ船市況の高騰を受けて業績見通し

が改善した日本郵船を市場全体に比べて多

めに保有していたこと。 

③世界的な景気回復による業績回復期待が高まったオリックスを市場全体に比べて多めに保

有していたこと。 

 

（主なマイナス要因） 

①堅調な業績や主要市場における好調な販売状況が評価されて株価が上昇したトヨタ自動車

を保有していなかったこと。 

②成長分野と期待されているHRテック事業の好調が株式市場に好感されたリクルートホール

ディングスを保有していなかったこと。 

③好調な業績を発表する一方で、保守的な業績見通しを示したことが失望視されたケーズホー

ルディングスを市場全体に比べて多めに保有していたこと。 
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ジャパン・ストラテジック・バリュー

◎分配金 

（１） 今期の分配金は、基準価額水準などを考慮して１万口当たり250円とさせていただきま

した。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第７期 

2020年７月28日～ 
2021年７月26日 

当期分配金 250  

(対基準価額比率) 1.768％ 

 当期の収益 250  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 3,891  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

◎今後の運用方針 

［ストラテジック・バリュー・オープン マザーファンド］ 

「株価の割安性評価」によって市場が見過ごしている銘柄に着目し、「企業の実力評価」に

よって強い企業を探し出し投資していく方針です。「割安評価」と「実力評価」を組み合わせ

た銘柄選択が長期的な投資成果につながると考えています。 

 

「割安評価」では、企業の収益や資産などと株価を比較した割安指標を使います。 

「実力評価」では、企業アナリストによる個別企業の調査・分析を活用しています。 

企業を取り巻く状況が大きく変動する中で、企業間の業績格差が拡大していくと予想してお

り企業の資産や収益の内容を見極める個別企業調査・分析を重視しています。 
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ジャパン・ストラテジック・バリュー

投資環境としては、2020年度の日本企業の業績は0.4％経常増益※と事前想定より上振れる結

果となりました。2021年度に関しても21.3％の経常増益※と力強い回復が見込まれており、日

本企業の経常利益の総額は３年ぶりに最高益を更新する見通し※です。また、企業が生み出す

利益と株価を比較する予想株式益利回りは、2021年度5.9％※となっており、配当利回りは2021

年度2.2％※と予想しています。これらの水準は、長期金利（10年国債利回り）の0.005％※を上

回っています。新型コロナウイルスのワクチン接種の遅れなどから日本株式は欧米市場に対し

て出遅れの展開となっていますが、日本におけるワクチン接種のスピードの上昇や、企業業績

見通しの改善を受けて今後は堅調な株価推移が期待できると見ています。 

こうした投資環境認識のもと、DX（デジタルトランスフォーメーション）や環境規制強化な

ど社会の変化を黒子として支える技術を持つ企業、業界再編やリストラなどによる体質強化に

取り組んできたところに需要面での追い風を受ける企業、強い競争力に支えられた収益性を株

主還元の強化に結び付け始めた企業などに注目しています。 
（※長期金利は2021年７月26日現在、その他は2021年７月21日現在、東証一部全上場企業 出所：野村證券） 

 

上記の運用方針のもと、ファンドの運用成績向上に努めてまいります。 

 

［ジャパン・ストラテジック・バリュー］ 

当ファンドは引き続き第８期の運用に入ります。 

前述の投資環境認識と投資方針のもと、主要投資対象である［ストラテジック・バリュー・

オープン マザーファンド］の組み入れを高位に維持してまいります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

  



品 名：90001_140613_007_02_ジャパン・ストラテジック・バリュー_876671.docx 

日 時：2021/8/24 10:40:00 

ページ：9 

 

－ 9 － 

ジャパン・ストラテジック・バリュー

○１万口当たりの費用明細 (2020年７月28日～2021年７月26日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 205  1.645  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 99)  (0.795)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 99)  (0.795)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  7)  (0.055)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 10   0.084   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 10)  (0.084)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.003   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 215   1.732    

期中の平均基準価額は、12,429円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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○売買及び取引の状況 (2020年７月28日～2021年７月26日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ストラテジック・バリュー・オープン マザーファンド 31,856 61,400 1,120,715 2,094,500 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2020年７月28日～2021年７月26日) 

 

項 目 
当 期 

ストラテジック・バリュー・オープン マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 84,348,351千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 53,967,301千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.56   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2020年７月28日～2021年７月26日) 

 

＜ジャパン・ストラテジック・バリュー＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ストラテジック・バリュー・オープン マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 37,151 3,864 10.4 47,197 6,581 13.9 

平均保有割合 8.6%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 3,972千円 
うち利害関係人への支払額（B） 510千円 

（B）／（A） 12.9％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2021年７月26日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ストラテジック・バリュー・オープン マザーファンド 3,136,212 2,047,352 4,276,306 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2021年７月26日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ストラテジック・バリュー・オープン マザーファンド 4,276,306 97.2 

コール・ローン等、その他 123,844 2.8 

投資信託財産総額 4,400,150 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2021年７月26日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 4,400,150,535   

 コール・ローン等 123,844,345   

 ストラテジック・バリュー・オープン マザーファンド(評価額) 4,276,306,190   

(B) 負債 115,313,068   

 未払収益分配金 77,112,050   

 未払解約金 1,634   

 未払信託報酬 38,123,107   

 未払利息 92   

 その他未払費用 76,185   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 4,284,837,467   

 元本 3,084,482,009   

 次期繰越損益金 1,200,355,458   

(D) 受益権総口数 3,084,482,009口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 13,892円 
 

（注）期首元本額は 4,566,383,264 円、期中追加設定元本額は

143,373,312円、期中一部解約元本額は1,625,274,567円、１口当

たり純資産額は1.3892円です。 
 

○損益の状況 (2020年７月28日～2021年７月26日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        6,862   

 支払利息 △        6,862   

(B) 有価証券売買損益 1,217,389,029   

 売買益 1,555,291,461   

 売買損 △  337,902,432   

(C) 信託報酬等 △   77,993,685   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,139,388,482   

(E) 前期繰越損益金 △  140,652,337   

(F) 追加信託差損益金 278,731,363   

 (配当等相当額) (    185,291,889)  

 (売買損益相当額) (     93,439,474)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,277,467,508   

(H) 収益分配金 △   77,112,050   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,200,355,458   

 追加信託差損益金 278,731,363   

 (配当等相当額) (    186,223,578)  

 (売買損益相当額) (     92,507,785)  

 分配準備積立金 921,624,095   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2020年７月28日～2021年７月26日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2020年７月28日～ 
2021年７月26日 

a. 配当等収益(経費控除後) 95,194,811円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 423,711,135円 

c. 信託約款に定める収益調整金 278,731,363円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 479,830,199円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 1,277,467,508円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 4,141円 

g. 分配金 77,112,050円 

h. 分配金(１万口当たり) 250円 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 250円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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